
公民館だより かたはら令和7年(2025年) １月号

第５９２号
発行日 6.12.25
発行所 形原公民館

☎ 57-2706

『
自
助
・
共
助
で
ま
ち
づ
く
り
』

形
原
地
区
総
代
会
会
長

藤
田
幸
三

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

形
原
学
区
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

地
区
総
代
会
の
諸
事
業
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
一
月
一
日
の
新
年
早
々
、
能
登
半
島
に
お
い
て

地
震
が
発
生
。
さ
ら
に
六
月
、
十
一
月
と
震
度
五
以
上

相
次
い
だ
上
、
九
月
の
記
録
的
豪
雨
と
、
能
登
地
方
の

む
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
、
胸
を
痛
め
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

形
原
地
区
で
は
現
在
、
総
代
・
自
主
防
災
会
・
小
・

保
育
園
・
民
生
委
員
・
防
災
専
門
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

区
防
災
計
画
委
員
会
で
、
い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

南
海
・
南
海
地
震
の
大
震
災
に
備
え
、
地
区
防
災
計
画

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
自
分
自
身
と
家
族
は
自
分
で
守
る
自
助
努
力

民
・
学
区
住
民
は
助
け
合
い
・
支
え
合
い
な
が
ら
守
る

頭
に
、
今
現
在
実
行
で
き
る
家
具
の
転
倒
防
止
・
災
害
備
蓄
品

備
え
。
そ
し
て
、
家
族
の
避
難
場
所
の
統
一
・
避
難
経
路

ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
な
ど
の
、
災
害
時
の
行
動
の
確
認
を

た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
、
皆
様
と
八
月
二
十
四
日
形
原
中
学
校
で
開
催

「
形
原
学
区
ふ
れ
あ
い
活
動
」
は
そ
の
一
環
で
、
住
民
同
士

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
み
、
助
け
合
い
・
支
え
合
い

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
精

神
を
鑑
み
、
将
来
の
地
区
の
担
い
手
を
育
て
る
目
的
で

し
た
。
本
年
も
形
原
地
区
総
代
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

謹 賀 新 年
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藤
田
幸
三

日
頃
よ
り
形
原

協
力
を
賜
り

に
お
い
て
大
き
な

震
度
五
以
上
の
地
震
が

の
復
興
を
阻

い
の
で
は
な

・
中
学
校
・

さ
れ
た
形
原
地

こ
る
か
も
し
れ
な
い
東
海
・
東

地
区
防
災
計
画
を
策
定
し

自
助
努
力
。
近
隣
住

る
共
助
を
念

災
害
備
蓄
品
の

避
難
経
路
・
伝
言

を
進
め
て
い

開
催
し
た

住
民
同
士
が
コ

い
精
神
の
ま

青
少
年
健
全
育
成
精

で
実
施
し
ま

・
ご
協
力
を

き
ま
す
。

令
和
7
年
新
年
を
迎
え
て

形
原
公
民
館
館
長

小
林

正
人

皆
様
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
形
原
地
区
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
公
民
館
活

動
、
そ
し
て
各
種
行
事
活
動
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
7
年
は
巳
年
で
す
。
巳
と
い
う
漢
字
は
、
胎
児
か
ら
派

生
し
て
お
り
「
新
し
く
生
ま
れ
て
く
る
」
「
家
族
が
平
和
に
な

る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
又
へ
び
は
、
脱
皮
す
る

こ
と
か
ら
復
活
と
再
生
、
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
し
て
前
向
き

な
姿
勢
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
そ
ん
な
年
に
し

た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
公
民
館
は
、
単
な
る
「
集
会
場
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
民
館
の
基
本
的
な
機
能
と
し
て
３
つ
あ
り
ま
す
。
「
つ
ど
う
」

「
ま
な
ぶ
」
「
む
す
ぶ
」
で
す
。
「
集
会
所
」
と
し
て
集
う
こ
と

も
大
切
な
機
能
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
公
民
館
の
役
割
は
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
様
が
た
だ
公
民
館
に
集
っ
た
だ
け
で
は
、
学
び
の
場
と

は
な
り
づ
ら
い
の
で
す
。

も
っ
と
意
識
的
に
学
習
に
結
び
付
け
る
な
ど
仕
掛
け
を
す
る
こ
と

が
、
公
民
館
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
地
域
へ
の
還
元
や
、
住
民

自
治
な
ど
、
公
民
館
本
来
の
機
能
や
役
割
に
つ
な
げ
て
、
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
人
と
人
と
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
教
育
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
を
十
分
に
理
解
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
公
民
館
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
民
館
活
動
へ

の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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令和６年度 町民文化祭が開催されました
展示部門の教室・児童館・保育園・小中学校が参加
日頃の学習成果を披露！！
形原町民文化祭が12月14日（土）・15日（日）の2日間公民館全館で開催され、2日間で約400

名の皆さんに作品を鑑賞していただきました。
日頃、公民館で活動している展示部門の13の教室・クラブが作成した自信作が展示されました。
書道・水墨画・ちぎり絵などは、繊細でとてもデリケートな作品、陶芸・手づくり会は個性を生かしての作品、

アートフラワー・アレンジフラワー・生け花・布花は個性的な色使いや構図、色紙に書かれた俳句など、見応
えのある作品展になりました。
また、形原町の小中学校、保育園の作品も展示され、子ども達の力作に見学者から感動のため息が聞こ

えてきました。さらに、文化祭を一層盛り上げるために企画した体験・イベントコーナーでは、メダカすくい、お菓
子つかみ、プログラミング体験（パソコン教室）、子ども向けフェルト工作（かたはら児童館）、短歌を作っ
てみよう（形原短歌教室）が開催され、見るだけでなく誰もが参加し楽しむことができる文化祭となりました。
13日の準備、15日の片付けでは多くの方々の協力をいただき、文化祭をスムーズに開催することができま

した。公民館・教室関係者からお礼申し上げます。

-２-

ききょうの会（書道） 形原水墨画教室 フルール（アートフラワー）

水の家（生け花） 八ねん土（陶芸教室） 布花教室

形原小学校 形原中学校 形原北小学校

太田まえこ歌謡ショーは中止となりました。
令和７年1月18日（土）に開催を予定していました生きがい教室「太田まえこ歌謡ショウ」を中止とさせ

ていただきます。楽しみにしていた方には大変申し訳ございませんが、ご承知ください。
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「そば打ちを楽しむ」を開催しました
公民館講座の中でも飛びっきり人気のそば打ち講座が、生涯学習講座11月9日（土）、親子教室11

月30日（土）に開催されました。
生涯学習講座では4人1組の5組20人で和やかに取り組まれ、親子教室では2人1組の5組10名の親

子で仲良くそば打ちの工程を体験されました。

生涯学習講座・親子教室

「新春合同作品展」を開催します
✡日 時 令和７年1月１１日（土）１２日（日）

午前9時～午後4時（2日目は午後3時まで）
✡場 所 形原公民館 大ホール
✡出品者 形原公民館・登録教室の「形原水墨画教室」と、「ききょうの会（習字）」のみなさん
✡その他 下記時間にて教室を開催しています。随時見学できます。お気軽にどうぞ

活動時間:毎月 第1・3土曜日 午後1時～3時（形原水墨画教室）
活動時間:毎月 第2・4金曜日 午前10時～11時30分（ききょうの会）

-３-

親子教室:科学教室Ⅱ

みんなで協力してそばを延ばします熱心に話を聞く参加者のみなさん 力を合わせて練りました!

壁谷講師の楽しく、そして丁寧な指導のもと、粉と水を混ぜるところから始まり、練り、延ばし、たたみ、切る
までの工程を経てそばが完成しました。参加者からは「最高でした!とても分かりやすく楽しかったです。」「上
手にできてうれしかった!」というお声をいただきました。

「電気と磁気を学ぼう」 を開催しました
12月7日（土）親子教室「科学教室Ⅱ」を開催し、親子合わせて16名の方が参加されました。
今回は「コイルモーターを作って電気と磁気を学ぼう」という内容で、フェライト磁石、エナメル線、電池などで

コイルモーターを作りました。

親子で協力して作っている様子

講師の説明の後、まずはモーター台と電源を作り、その後エナメル線でコイルを作成し自作のコイルモー
ターを回してみました。最初はうまく回りませんでしたが、親子で協力し
て見本と見比べるなどしながら試行錯誤し、自分のモーターが回った時
には「すごい!」「回った!」と歓喜の声を上げていました。
その後、どうしてコイルモーターが回るのか?ということや、電気と磁気

について講師からの説明があり子供たちは真剣に聞いていました。
「最初は難しかったけど、回ったときに楽しかった!」というお声をいた

だきました。
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日
本
間

か
ぼ
ち
ゃ

ど
の

棟
上

二
日
早

こ
お
ろ
ぎ
の

味
噌
汁

合
掌

声
高

ク
レ
ー
ン

公
園

魚
捌

大
禍

歌

あじさいくるりんバス
11 月 乗 車 人

形原地区支線バス「あじさいくるりんバス」11月乗車人数報
告

１１月の乗車人数は合計496人でした。平均乗車人数は
4.6人となりました。

今年も地域の皆様には、ご理解とご協力をいただきありがとうご
ざいました。
先月号でもお伝えしましたが、形原・形原南・形原北保育園

の年⾧さんたちのぬりえを、１月下旬まで形原公民館で展示し
ています。くるりんバスに乗って、色とりどりのバスをぜひ見に来てく
ださい。また、あじさいくるりんバスの年内の運行は大みそかの１
２月３１日(火)までです。年明けは１月４日(土)からの運行
となります。
これからも買い物や通院などお出かけの際は、あじさいくるりん

バスの積極的なご利用をよろしくお願いいたします。

いよいよ寒さが厳しくなる冬本番ですね。
体調に気をつけてお過ごしください。

1月の公民館行事予定
11日 13:30 貝殻のお雛様づくり

（公民館)(親子教室）
11日 9:00 新春合同作品展

16:00まで (大ホール)
12日 9:00 新春合同作品展

15:00まで (大ホール)
12日 9:30 新春形原囲碁大会

（公民館）
17日 13:30 館⾧・主事会

（生命の海科学館）
21日 13:30 KCSA執行委員会

（公民館）

休 館 日
年始休館日

1日（水）～ 4日（土）
月曜及び祝日

6日･13日･20日･27日

-４-

田
中
ま
る
こ

日
本
間
に
掛
け
て
華
や
ぐ
初
暦

か
ぼ
ち
ゃ
寺
百
ま
で
生
き
る
顔
を
し
て

ど
の
路
地
も
漁
港
に
続
く
石
蕗
の
花

棟
上
げ
の
御
幣
に
吹
か
る
る
北
風
に

八
田
日
生

二
日
早
や
い
つ
も
通
り
の
ス
イ
ッ
チ
オ
ン

こ
お
ろ
ぎ
の
音
色
を
耳
に
農
日
記

味
噌
汁
の
味
深
ま
り
て
冬
隣
り

合
掌
し
撞
い
て
は
笑
顔
除
夜
の
鐘

三
浦
く
に
代

声
高
に
破
魔
矢
の
売
子
さ
し
招
く

ク
レ
ー
ン
吊
る
上
棟
の
材
小
春
空

公
園
の
遊
具
の
軋
み
寒
さ
急

魚
捌
く
夫
を
見
張
り
の
冬
の
鳶

市
川
和
子

大
禍
な
く
八
十
路
迎
へ
り
初
詣

歌
う
か
に
流
る
る
読
経
お
講
堂

奥
宮
の
破
魔
矢
を
肩
に
出
で
下
り
る

高
々
と
皇
帝
ダ
リ
ア
塀
に
伸
ぶ

壁
谷
時
子

お
雑
煮
の
餅
を
小
さ
く
夫
の
椀

時
な
ら
ぬ
虫
を
集
め
て
花
八
ッ
手

胃
腑
に
落
ち
る
迄
の
異
和
感
石
蕗
の
花

抜
け
白
髪
冬
の
陽
射
し
に
光
り
け
り

尾
﨑
嬉
子

羞
み
て
小
さ
き
手
出
す
お
年
玉

七
曲
り
抜
け
眼
の
前
の
紅
葉
山

菊
日
和
墓
参
の
友
と
長
話
し

暮
れ
の
街
刻
の
移
ろ
う
出
会
ひ
か
な

壁
谷
禮
伺

小
屋
掛
け
は
丸
太
作
り
や
初
芝
居

新
年
の
雑
魚
の
尾
の
蹴
ね
競
り
あ
が
る

祝
儀
値
に
尾
で
は
ね
上
る
大
平
目

校
庭
の
桜
木
慣
れ
た
枯
葉
か
な

は
に
か ふ


